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第１回青森県いじめ防止 
基本方針検討協議会資料 

～本県におけるいじめ問題の現状と取組について～ 

資料３ 

いじめの認知件数（国公私立） 

小学校 中学校 高等学校 
特別支援 
学  校 

計 

２０年度 ３３０ ４４２ ９４ ４ ８７０ 

２１年度 ２６５ ５０４ ６７ ６ ８４２ 

２２年度 ２７１ ４６７ ７３ ７ ８１８ 

２３年度 ２７０ ４５４ ６２ ５ ７９１ 

２４年度 ４１４ ６５２ １１２ ３ １１８１ 

前年度比較 ＋１４４ ＋１９８ ＋５０ －２ ＋３９０ 

本県におけるいじめの現状 

（単位：件） 
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いじめの認知件数（国公私立） 
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本県におけるいじめの現状 

（件） 

いじめの解消率 
小学校 中学校 高等学校 

特別支援 
学  校 

計 

２０年度 ９１．２ ８６．６ ８８．９ ７５．０ ８８．５ 

２１年度 ８６．０ ８６．８ ８７．８ １００．０ ８６．７ 

２２年度 ９２．６ ８３．２ ８８．６ ８５．７ ８６．８ 

２３年度 ９３．０ ８７．６ ７７．８ ８０．０ ８８．８ 

２４年度 ８９．３ ９６．０ ９５．２ １００．０ ９３．５ 

本県におけるいじめの現状 

（単位：％） 

小学校 中学校 高等学校 
特別支援 
学  校 

計 

２０年度 ８２．４ ７７．２ ７５．７ ７５．７ ７９．７ 

２１年度 ８１．７ ７７．２ ７９．６ ７８．１ ７９．６ 

２２年度 ８１．６ ７６．８ ７８．４ ７４．７ ７９．３ 

２３年度 ８２．９ ７９．１ ８０．４ ７９．３ ８１．０ 

２４年度 ９０．９ ８６．７ ９０．５ ９１．３ ８９．５ 

【本県公立】 

【全国公立】 
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いじめ発見のきっかけ①（平成２４年度・公立） 

  小学校（上位３項目） 
 ①アンケート調査など学校の取組により発見  32.9% 

 ②本人からの訴え                                             24.5% 

 ③学級担任が発見                                                                    
22.8% 

 

 中学校（上位３項目） 
 ①アンケート調査など学校の取組により発見         36.6% 

 ②本人からの訴え                                            25.8% 

 ③学級担任が発見                                                                   13.2%         

本県におけるいじめの現状 

いじめ発見のきっかけ②（平成２４年度・公立） 

  高等学校（上位３項目） 
 ①アンケート調査など学校の取組により発見  44.0% 

 ②本人からの訴え                                             29.8% 

 ③学級担任が発見                                                                      8.3% 

 ③本人の保護者からの訴え                                                  8.3% 

 

 特別支援学校（上位２項目） 
 ①本人からの訴え                     66.7% 

 ②学級担任以外の教職員が発見                                      33.3% 

         

本県におけるいじめの現状 
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いじめの態様①（平成２４年度・公立） 

  小学校（上位３項目） 
 ①冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 
                            52.6% 
 ②軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られた 
         りする                                                                           17.5% 
 ③仲間はずれ、集団による無視をされる                                            16.7%           
 

 中学校（上位３項目） 
 ①冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 
                                               55.5% 
 ②軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られた 
         りする                                                                                       12.9% 

 ③仲間はずれ、集団による無視をされる                                             8.0%                            

本県におけるいじめの現状 

いじめの態様②（平成２４年度・公立） 

  高等学校（上位３項目） 
 ①冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる 
                            47.7% 
 ②軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られた 
         りする                                                                           14.7% 
 ③金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたり 
  する                                        10.0% 
 ③パソコンや携帯電話等で誹謗中傷やいやなことをされる 10.0%                                                 
 

 特別支援学校（上位２項目） 
 ①パソコンや携帯電話等で誹謗中傷やいやなことをされる 66.7%                                                                           

 ②嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させら  れたりする                     

33.3%                                                    

本県におけるいじめの現状 
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本県のいじめ対策 

         

発信、青森力 
（人財育成と地域力再生） 

【戦略キーワード】 いじめのない学校づくり推進事業 
～情報モラルの向上といじめ根絶をめざして～  

【現状と課題】 

各学校では、いじめ問題に関して危機
感を持って取り組んでいるが… 

【事業内容】 【事業成果】 

         

①いじめのない学校づ 
 くりの推進 
②児童生徒の情報モラ 
 ル向上 
③子どものネット環境 
 を見守る地域のネッ 
 トワークの強化 
④いじめの早期発見・ 
 早期解決、解消率の 
 向上 

 子どもたちの倫理観や規範意識、社会
性が弱い。 

 携帯電話やパソコンによるネット上での
いじめ、ＳＮＳ等の新たなツールへの対応
が必要。 

現状① 

現状② 

 本県では年間800件近いいじめが認知さ

れている。いじめ問題への取組に市町村
教育委員会と各学校とのさらな 
る連携が不可欠。 

現状③ 

 被災児童生徒を含め、児童生徒が、
安心して生活できる学校づくりが急
務。 

■児童生徒の豊かな心をはぐく 
 み、いじめのない学校づくりが 
 必要 
■児童生徒の情報モラルの向上  
 が必要 
■ネットいじめ対策の強化が必 
 要 

１ 「いじめ問題対応の手引き」作成    

２ 情報モラル指導者講習会の実施    

３ 新たなツールによるネット上のいじめへの対応 

「いじめ問題対応の手引き」を作成し、各市町村教育
委員会及び各県立学校へ示す。 
・作成会議（年３回開催） 
・メンバー:事務所指導主事、小・中・高・特支学 
 校の 教員 

 

情報モラル指導者（教員、保護者）を養成し、変化し続
ける情報化社会に対応できる児童生徒の育成に資す
る。 
・６事務所ごとに年１回開催 
・参集範囲：小・中・高・特支の教員及び保護者 

ネット通報窓口運営協議会を開催し、県内６地区ごと
に、各市町村相互のネット監視体制に関するネット
ワークの構築を進める。 
・年２回開催 
・参集範囲：事務所指導主事、市町村教委担当者 

ネット見守り体制普及講習会を実施し、各学校におい
て新たなネットワーク環境やツールでのネットいじめ
への対応を進める。 
・６事務所ごとに年１回開催 
・参集範囲：小・中・高・特支の教員 

家庭・地域・関係機
関との連携 

（平成２４・２５年度事業） 

相互補完 


